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＜連絡事項＞
・他病棟での水中毒により搬送をうけて全病棟で水中毒の研修を行う事になりました。

各自目を通しておいてください。
＜週間予定＞

16日（火）：出河　攻様～外出予定（11：00～15：00）→通帳記帳・気分転換
田中ハルエ様～ケアマネ（久保様）面会15：00～
　　　　　　河村　哲久様～外泊訓練13：00（単独：タクシーにて自宅移動）

17日（水）：定期寝具交換、マットレス消毒開始（21日まで）
18日（木）：河村　哲久様～ディケア体験利用14：00～16：00
19日（金）：出河　哲久様～鹿内眼科受診（10:00～13：00）
中野渡　鉄男様～ケアマネ原様と顔合わせ
20日（土）：久保　興介様～自宅外出（気分転換目的）
＜患者様連絡事項＞
・畑山　昭夫様～スピオルトレスピマット28級入　1キット
・平　京子様～フエルビナクスチック軟膏40ｇ　1本処方。
・板橋　利美様～ピコスルファートＮａ内用液1本
・向井　敦子様～フエルビナクスチック軟膏40ｇ　1本処方。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～活気ない状況続く。声掛けに対して疎通は良好。他者トラブルなし。引き続き精神症状の変化に注意し観察行っていく。
・平　京子様～左下肢疼痛は自制内で経過。日課も車椅子使用し取り組む事出来ている
午後から、よこまちストアで購入したい物を固着し本日行くスタッフに依頼したいと要求してくる。また、レストランで食事して見ようかと発言後、配膳、下膳出来ないからスタッフ介入を要求したいと要求内容が多く聞かれ、話しかけの多さがねだっていた。やや気分高揚さあり。
引き続き身体症状・精神症状の変化に注意し観察行っていく。
・中村　徳子様～スタッフの対面時笑顔見られていた。朝昼ともに食事は摂取している。落ち着いていますかに「はい。落ち着いている」と答えるが幻聴有無の問い掛けには解答聞かれず。プログラム参加中は集中の取り組む場面みられていた。幻聴訴えや病的体験に左右された衝動行為は見られない。引き続き精神症状の変化に注意し観察行っていくとともに、衝動行為による離棟にも注意、適宜介入していく。
・板橋　勝利様～15日深夜帯も3：00に来詰され前胸部痛訴えあり。吸気時や咳嗽時に疼痛増強すると話されている。また食事中嚥下時も疼痛出現あると話されている。外傷はなく何処かにぶつけた記憶もないと話されている。ハップスター貼付と希望にて疼痛時カロナール錠200　1Ｔ服用して頂く。
胸部疼痛持続していることから食事摂取拒否。希望にてカロナール錠200　1Ｔ追加。服薬は顔をしかめながら行っている。10：30船場Dr来棟。
本日の朝方より、両胸部痛で吸気、動いても痛みあるとの事。頓服カロナール2回投薬後様子みていました。バイタル異常なし。現在は、休まれていると痛みないも体動や息をするのも痛みあるとの事で様子観ている事を報告。船場Ｄｒから上記内容を検討し経過観察と指示受ける。ただし、発熱があった場合は知らせる事を話していた。以後安静臥床され
　　　　　　　　食事不食、服薬は自らホールに来られ服用していました。引き続き、バイタルサインを行い痛みの度合い等を観察し頓服で対応し主治医のも情報提供し指示を仰ぐようにしていきます。
・河村　哲久様～午後から同室者がしつこく耳かきが売店で売っているのか聞いてきて
分からないと答えるのに同じ事を聞かれて嫌だと興奮して訴えてくる。介入し指導後数分してダメだと言い一緒に入れないと訴えるため、不穏時レボトミン25㎎1錠与薬し様子来ていたが、興奮さが落ち着かない状況は続いていた。距離間取るようつたえるも自室で過ごしたいと希望あるしトラブルにいたらない様に周知していた。夕方より徐々に興奮度は軽減していた。引き続きトラブルにならない様要注目していきましょう。
・
＜柞木田診察状況＞
・滝田　英人様～診察時、受診に行かれた後はどうですかに、胸苦なくドキドキする感じもないと答えた後、日赤病院受診して、鑑定を含めてやっている。検査の説明には、聞きいれず上記内容を伝えていた。体調についてはゼイゼイや足の浮腫があったら教えてほしいです返答なく纏まりない内容を言いご飯を残しているが今は食べているやねていると答え終了されている。

内服薬変更なし。
・船場　幸子様～1/12前屈姿勢歩行と左足の跛行が見られた事を情報提供。診察時本人よりご飯の量が多く便の量が多くて大変。軽食は嫌だが、常食にして少なめにして欲しい。粗相や下痢をしているとの事。1ヶ月に1回くらい下痢をしている。昨日から腰が痛くてやっとこ歩いて歩き初めが痛くて大変ですと話す。17日より　猪苓湯継続7日分処方、湿布処方となる。
・和田　シュン様～調子はまあまあ。良眠。食事はとれている。頭に「あんたを殺して財産のお金がほしい」と聴こえる。あんだが息子かを殺してお金が欲しい」と言われると妄想の訴えあり。何か怖いような不安な感じになると話す。幻聴の増悪あり。オランザピン増量。本日就床前から オランザピンＯＤ錠 1．２５mg 1 錠 1×就床前7日分処方となる。
・上村　みわ様～本人より腰とか脛とかが痛いと訴えあるが、湿布薬処方にはいらないと拒否。尿漏れは続いていると話すため軽減できる内服薬処方する事を説明に、薬はいらないです。早く退院したいからと外用薬、内服薬の処方は拒否され終了している。定期薬処方変更なし。
・播摩　克子様～娘様から市役所にいったが、ケアマネや入所出来る施設は当院で探してほしいことを言われｓｗに依頼中な事を情報提供。調子は変わらず良眠で食欲良好。身体の痛みはなく頭痛や膝の痛みはないですと話す。17日頭部ＣＴ検査を当院で施行する事説明に時間を気にする発言あるが、検査技師のスタッフが決める事伝えると納得されている。
・中村　徳子様～幻聴に左右された思考制止あり。以前よりは笑顔が見られたりすることもあるとのことを情報提供。本人より調子はいい。幻聴が強いが恐怖感はない。命令されて動く事はあるので食欲あるが食事を食べるなと言われ食べない事を話す。また、幻聴だと分からない事や夜は寝つきが悪い感じでどんどん眠れなくなってきている感じがある事話している。作業に集中すると幻聴は聞こえないとの事で体調は大丈夫だが便秘気味を言われている。17日から６１ツムラ桃核承気湯エキス顆粒２．５ｇ/包 2 包 ～１２６ツムラ麻子仁丸エキス顆粒 2 包 の変更、アリピプラゾールOD錠１２ｍｇ 1 錠 ～アリピプラゾールＯＤ錠６ｍｇ 1 錠と減薬 、ラツーダ錠20ｍｇ 1 錠 ～ラツーダ錠20ｍｇ 2 錠増薬。8日分処方。
・出河　攻様～調子は悪くない。良眠で食欲普通。右眼がぼんやりしている。退院の事で困っていると話す。19日鹿内眼科受診する事の説明で納得されている。退院の事をｓｗが面接した事で困っていたと言われ終了している。
・中川原　義雄様～3日前に次女が子供を出産したと。今までよりも嬉しかったとのこと。娘2人とも意見が同じなのは、2人姉妹で寂しかったと言われていたと。今の状態で2人とも娘が幸せなのだったら良いのかなと思う。本人たちの希望通りに男の子を出産したようだ。赤ちゃんを撫でる事は出来ないから、婿殿と娘がいて、兄弟もいるし、赤ちゃんに触れないがここに入院しているということで、長女は楽だと言っていた。今まで稼げないというか、稼がないというか、という状態であったが、娘も孫も生活しているのが精一杯なのかなと思う。ここに入院してご飯も美味しく、お菓子も食べられるが、ここは天国かなと思う。ささやかな人生をおくっていると笑顔で長々とはなしをしていた。ガランタミン8㎎　2T継続で17日より7日分処方。
・中村　和夫様～随時昼食前の検温測定に遅れて介入と声掛け要している。また、自分の要求に関しては執拗に自分に考えを通してくる言動がある事や服薬自己管理にかんしては消極的である事を情報提供。調子便秘以外は大丈夫。3日に1回飲んでいる。薬を自分で預かってみては、薬は飲まなくても大丈夫です。服薬自己管理は必要ないと否定的発言あり。自分としては

薬は飲まなくても大丈夫だと思っています。薬を飲まなくてもいい方向を考えてお願いしますと繰り返し懇願する場面見られていた。今後定期薬でクエチアピン増薬し内服薬調整予定である。
